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チャレンジ
社
会
的
養
護
か
ら
巣
立
つ
若
者
の

自
立
を
目
指
し
て

熊
本
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ナ
リ
ビ
ト

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て

　
熊
本
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ナ
リ
ビ
ト
は
、
社

会
的
養
護
経
験
者
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
親

を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
10
～
20
歳
代
の
若
者
を
対

象
に
、
自
立
支
援
、
就
労
支
援
、
学
習
支
援
、
普
及

啓
発
活
動
等
を
通
し
て
、
生
ま
れ
て
き
た
家
庭
や
地

域
の
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
法
人
の
設
立
経
緯
は
、
代
表
理
事
の
山
下
祈
恵

氏
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
し
た
際
、
外
国
人
の

夫
婦
に
引
き
取
ら
れ
た
熊
本
県
の
児
童
養
護
施
設
出

身
の
同
級
生
と
出
会
い
、
卒
業
後
に
同
級
生
の
育
っ

た
施
設
を
訪
問
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
養
育
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
現
状
や
当
時
の

大
学
進
学
率
が
1
割
程
度
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
将

来
の
選
択
肢
が
狭
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
任
意
団
体
を
発
足
し
て
家
庭
教

師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ

の
後
、
貧
民
国
・
ス
ラ
ム
街
の
子
ど
も
を
支
援
す
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
団
体
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
子
ど
も
支
援
の
専
門
訓
練
を
受

け
た
ほ
か
、
令
和
元
年
に
は
県
内
で
生
涯
学
習
支
援

を
行
う
団
体
の
協
力
の
も
と
、
自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
「
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
」
を
立
ち
上
げ
、
自
立
支
援
事
業

に
取
り
組
み
、
令
和
２
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を

取
得
し
て
い
る
。

　
県
内
に
お
け
る
社
会
的
養
護
が
必
要
な
若
者
の
現

状
と
活
動
に
つ
い
て
、山
下
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
熊
本
県
は
、
里
親
委
託
率
が
全
国
で
も
最
下
位
ク

ラ
ス
で
、人
口
か
ら
み
た
児
童
養
護
施
設
数
が
多
く
、

毎
年
30
～
40
人
の
若
者
が
施
設
か
ら
退
所
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
受
け
皿
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
施
設
出
身
者

や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
親
を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い

若
者
に
対
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
居
と
食
事

を
提
供
す
る
自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
準
備
や
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
可
能
性
を
広

げ
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
以
下
、「  

」
内

は
山
下
代
表
理
事
の
説
明
）。

社
会
的
養
護
か
ら

巣
立
つ
若
者
の
支
援
を
強
化

　
同
法
人
は
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
社
会
的
養
護
か
ら
巣
立
つ
若
者
の
自
立
支
援

事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
施
設
出
身
者
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り

親
を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
若
者
の
支
援
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
①
自
立
支
援
事
業
、
②
学
習
支

援
事
業
、
③
就
労
支
援
事
業
、
④
支
援
者
育
成
事
業
、

⑤
普
及
啓
発
事
業
を
行
っ
た
。

　
自
立
支
援
事
業
で
は
、
社
会
的
養
護
か
ら
巣
立
つ

若
者
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
親
を
頼
る
こ
と
の
で
き

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ト
ナ
リ
ビ
ト
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　今の若者の置かれている現状をいち早
くキャッチし、若者のために迷いなく行
動に移している姿勢から、代表の山下氏
やスタッフの熱い想いを感じます。
　親に頼ることのできない若者や、居場
所を必要とする若者が可能な限り早く自
立するために、24時間いつでも支援がで
きる体制を構築し、それぞれの個性に合
わせたきめ細やかな対応を行っています。
　また、普及啓発活動により活動を広く
周知することで支援団体が増えつつあり
ますが、さらなる連携により、この取り
組みが広がることを期待します。
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な
い
15
～
23
歳
ま
で
の
若
者
を
対
象
に
、
運
営
す
る

自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
受
け
入
れ
、
自
立
に
向

け
た
生
活
支
援
を
提
供
し
た
。

　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
定
員
は
6
人
で
、
居
室
に
は
生

活
に
必
要
な
家
具
や
家
電
、
寝
具
な
ど
を
備
え
、
共

用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
リ
ビ
ン
グ
を
設
け
て
い
る
。
食

事
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
の
場
で
あ
る
た
め
、
平

日
の
夕
食
は
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
く
っ
た
食
事

を
提
供
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
常
備
し
て
い
る

共
有
の
食
材
を
用
い
て
、
利
用
者
が
食
事
を
用
意
す

る
。

　
助
成
期
間
（
令
和
2
年
4
月
～
3
年
3
月
）
の
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
数
は
7
人
で
、
そ
の
う
ち
新

規
入
居
者
は
4
人
、継
続
入
居
者
は
3
人
で
あ
っ
た
。

入
居
の
経
路
と
し
て
は
、
児
童
養
護
施
設
の
退
所
者

が
全
体
の
3
分
の
1
を
占
め
、
児
童
相
談
所
か
ら
の

紹
介
の
ほ
か
、
親
か
ら
の
虐
待
被
害
や
生
活
保
護
か

ら
自
立
す
る
た
め
、
一
人
暮
ら
し
に
移
行
し
た
い
若

者
本
人
か
ら
相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い

う
。

　「
支
援
体
制
と
し
て
は
、
24
時
間
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
施
設
出
身
者
の
な
か
に
は
『
大
人
に
監
視
さ

れ
た
く
な
い
』
と
い
う
利
用
者
が
い
る
た
め
、
あ
ま

り
過
保
護
な
支
援
設
計
に
は
し
て
お
ら
ず
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
理
解
が
あ
る
大
人
が
い
つ
で
も
サ

ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ン
ス
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
期
間
は
設
け
ず
、
入
居
時
に
『
親
と
の
関
係
を
修

復
し
た
い
の
か
』、『
自
分
で
自
立
し
て
生
き
て
い
き

た
い
の
か
』
な
ど
を
確
認
し
、
自
立
支
援
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
用
い
て
目
標
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
は
、

寄
り
添
い
な
が

ら
定
期
的
に
面

談
を
行
い
、
達

成
状
況
や
課

題
、
目
標
に
対

す
る
気
持
ち
の

変
化
な
ど
を
確

認
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
卒
業
も
し
く
は
利
用
を
延

長
す
る
の
か
を
決
め
て
い
ま
す
」。

　
令
和
2
年
7
月
に
熊
本
県
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
と
法
人
ス
タ

ッ
フ
が
毎
週
水
曜
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
と
い
う
。

　「
豪
雨
被
害
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大
し
た

時
期
と
重
な
り
、
仕
事
や
学
校
が
休
み
に
な
る
入
居

者
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
声
を
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
人
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
若
者
が
、
社
会
貢
献
活
動
を
通
し
て
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自立支援シェアハウス「IPPO」の居室とリビング

ＮＰＯ法人トナリビト
社会的養護から巣立つ若者の自立支援事業

令和2年度事業

助成額
371万9千円

【事業概要】
　社会的養護出身者や、さまざまな事情で親を頼れない若者に対し、自分ら
しく人生を切り開いていくための支援や居場所を提供することを目的に、自
立支援、生活支援、就労支援ネットワーク構築、児童養護・社会事業に関す
る啓発活動を行う事業

【実施内容】
◆�自立支援事業
社会的養護出身者や親を頼れない若者を対
象に、運営する自立支援シェアハウスで自
立に向けた支援を行うとともに、新たに相
談窓口・居場所スペースを設置
◆�学習支援事業
県内の児童養護
施設に入所する
中高生 3人に対
し、訪問とオンラ
インによる学習
支援を実施
◆�就労支援事業
ハローワークとの連携のほか、施設退所
者等に理解がある「職親」の発掘やネッ
トワーク化を通じて、仕事を探す若者と
就労先のマッチングを行う
◆�支援者育成事業
法人内外の児童養護や自立支援に携わる
支援者の育成を目的とした勉強会を開催
◆�普及啓発事業
親を頼れない子ども・若者の現状を伝え
るため、講演活動やニュースレターの発
行、見学の受け入れなどを実施

事業概要

【成果】
◆助成期間中の自立支援シェアハウスの利用者
は7人（新規入居者4人、継続入居者3人）で、
自立支援を受けた全対象者の自立度の向上が
みられ、3人が卒業することができた
　　新設した相談窓口・居場所スペースは、シ
ェルターを設置したことで緊急宿泊の受け入
れが可能となったほか、
行政や学校、関係団体か
らの相談を受けやすくな
り、多様な支援団体につ
なぐことで若者の複雑な
問題に対応するハブ的な
役割を果たすこととなった

◆就労支援事業では、ハローワークへの同行支援、
面接対策等の訓練を行うとともに、仕事が必要
な若者10人に対して「職親」をマッチングした。
マッチング前の若者へのコーチングや「職親」
との面談による情報共有を行うことで定着率が
向上した

◆若者への自立支援以外にも、若者と企画した地
域貢献活動やプロジェクト活動を実施すること
で、同法人の取り組みを広く知ってもらうこと
ができ、新聞やテレビなどのメディアで取りあげ
られたほか、新規サポーターの獲得につながった
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そ
の
よ
う
な
体
験
を
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」。

　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
共
同
生
活
に
よ
り
、
自
立
支

援
を
受
け
た
全
対
象
者
の
自
立
度
の
向
上
が
み
ら
れ

た
ほ
か
、
入
居
者
2
人
が
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
卒
業
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
前
年
度
に
卒
業
し
た
1
人
を
含

め
た
計
3
人
に
対
し
、
定
期
的
な
家
庭
訪
問
や
電
話

連
絡
、
食
料
支
援
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
実

施
し
、
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

相
談
窓
口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス

「
お
と
な
り
さ
ん
」
を
開
設

　
令
和
2
年
10
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
り
施
設
退
所
者
や
家
庭
に
問
題
を
抱
え
た
子
ど

も
・
若
者
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
ひ
っ
迫
す
る
な

か
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
1
～
2
階
部
分
に
相
談
窓
口
・

居
場
所
ス
ペ
ー
ス
「
お
と
な
り
さ
ん
」
を
新
設
し
た
。

　
相
談
窓
口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
は
、「
誰
で
も
来

ら
れ
る
」、「
相
談
で
き
る
」、「
人
と
つ
な
が
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
配
置
し
た
相
談
員
が
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
し
て
お
り
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
は
じ
め
、
マ
ン
ガ
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
、
自
習
ス
ペ
ー
ス
、
軽
食
や
飲
み
物
を

無
料
で
提
供
す
る
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
ほ

か
、
Ｄ
Ｖ
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
を
理
由
に
緊
急
に
保

護
が
必
要
な
若
者
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
家
出
し
た
若
者

か
ら
の
相
談
や
、
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
依
頼

を
受
け
、
年
間
の
稼
働
回
数
は
14
回
に
の
ぼ
っ
た
。

　
学
習
支
援
事
業
で
は
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設
に

入
所
す
る
中
高
生
3
人
を
対
象
に
、
家
庭
教
師
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
家
庭
教
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
施
設
に

訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
内
の
立

ち
入
り
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、
早
い
段
階
か
ら
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
提
案
し
、
感

染
状
況
に
応
じ
て
訪
問
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
切
り
替
え

て
継
続
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
支
援
で

は
、
勉
強
を
教
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ン
タ
ー

的
な
役
割
を
大
事
に
し
、
本
人
の
希
望
に
応
じ
て
、

授
業
以
外
の
時
間
に
外
出
を
し
た
り
、
学
校
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
施
設
退
所
後
も
信
頼

し
て
相
談
で
き
る
相
手
と
し
て
の

関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
」。仕

事
が
必
要
な
若
者
と

「
職
親
」を
マ
ッ
チ
ン
グ

　
就
労
支
援
事
業
で
は
、
仕
事
が

必
要
な
若
者
に
「
職
親
（
し
ょ
く

お
や
）
ネ
ッ
ト
」
か
ら
職
親
を
マ

ッ
チ
ン
グ
し
、
就
労
を
支
援
し
た

ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行

支
援
、
面
接
や
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど
の
指
導
を
行

っ
た
。

　「
職
親
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
施
設
退
所
者
等
に
理
解

が
あ
る
職
場
・
事
業
所
を
「
職
親
」
と
し
て
発
掘
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
も
の
で
、
仕
事
が
必
要
な
若

者
と
就
労
先
を
つ
な
げ
る
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
。
現
在
は
農
家
や
建
築
関
係
、
介
護
施
設
、

美
容
室
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
登
録
が
あ

る
と
い
う
。

　「
マ
ッ
チ
ン
グ
の
流
れ
と
し
て
は
、
自
分
で
仕
事

を
探
す
こ
と
が
困
難
な
若
者
に
職
親
を
紹
介
し
、
本

人
が
希
望
す
れ
ば
、
面
接
や
職
場
体
験
に
同
行
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
職
親
に
対
し
て
は
、『
も

し
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
っ
て
も
、
次
に
つ
な
が
る
た

め
の
支
援
を
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
こ
と
を
伝
え
、

若
者
が
自
分
に
あ
う
仕
事
を
一
緒
に
探
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
達
障
害
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る
若
者
が
多
い
た

め
、
そ
の
よ
う
な
若
者
に
対
す
る
関
わ
り
方
、
指
導

の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。

　
就
職
先
・
職
親
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
親
を
頼
り
づ

ら
い
15
～
23
歳
の
若
者
10
人
に
対
し
て
12
回
実
施
し

た
。
マ
ッ
チ
ン
グ
前
の
若
者
へ
の
コ
ー
チ
ン
グ
や
、

職
親
と
の
面
談
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
情
報
共
有
を

図
る
こ
と
で
、就
労
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
少
な
く
な
り
、

定
着
率
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

法
人
内
外
の
支
援
者
を
対
象
に

勉
強
会
を
開
催

　
支
援
者
育
成
事
業
で
は
、
自
立
支
援
に
関
す
る
適

切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
対
応
が
で
き
る
人
材
を
育
成
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令和 2 年 10 月に開設した相談窓口・居場所ス
ペース「おとなりさん」。相談対応とともに安心
して過ごせる居場所として開放
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

す
る
と
と
も

に
、
ス
タ
ッ

フ
が
疲
弊
し

な
い
持
続
可

能
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強

会
（
全
4
回
）
と
自
立
支
援
勉
強
会
（
2
回
）
を
開

催
し
た
。

　
主
に
法
人
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

勉
強
会
で
は
、「
児
童
養
護
に
か
か
る
行
政
・
児
童

相
談
所
の
体
制
」、「
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
」、「
性

（
生
）
教
育
」、「
発
達
障
害
」
を
テ
ー
マ
に
、
支
援

者
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

ス
タ
ッ
フ
自
身
が
も
つ
強
み
や
弱
み
に
気
づ
い
て
も

ら
う
学
び
を
大
切
に
し
た
。

　「
自
立
支
援
勉
強
会
は
、
児
童
養
護
施
設
、
児
童

自
立
支
援
施
設
、
母
子
支
援
施
設
な
ど
が
集
ま
る
施

設
長
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
か
ら
自
立
支
援
や
退

所
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
関
わ
る
職
業
指
導
員
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
熊
本
県
で
は
、
職
業

指
導
員
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、

関
係
機
関
に
呼
び
か
け
て
、
事
例
や
対
応
な
ど
の
情

報
交
換
の
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
」。

普
及
啓
発
事
業
で

活
動
を
広
く
周
知

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
普
及
啓
発
事

業
と
し
て
、
親
を
頼
れ
な
い
子
ど

も
・
若
者
の
現
状
を
伝
え
る
講
演

活
動
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発

行
、
積
極
的
な
見
学
の
受
け
入
れ

な
ど
を
実
施
し
た
。
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
と
の
関
係
づ
く
り
を
進

め
た
こ
と
で
、
1
年
間
で
11
回
取
り
上
げ
ら
れ
、
活

動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
新
規
サ
ポ

ー
タ
ー
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
山
下
氏
は
相
談
窓

口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
と
緊
急
対
応
を
行
う
シ
ェ
ル

タ
ー
を
整
備
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「
相
談
窓
口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
た
こ

と
に
よ
り
、
若
者
だ
け
で
な

く
、
行
政
関
係
者
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

弁
護
士
、
里
親
な
ど
か
ら
多

く
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

多
種
多
様
な
支
援
団
体
に
つ

な
ぐ
こ
と
で
若
者
の
複
雑
な

問
題
に
対
応
す
る
ハ
ブ
的
な

役
割
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
さ
ら
に
関
係
機

関
と
の
連
携
体
制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　
親
を
頼
れ
な
い
若
者
の
自

立
支
援
を
行
う
同
法
人
の
取

り
組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　当法人は、さまざまな分野の NPO
とつながりがありますが、高齢者や
障害などある程度予算がある分野に
比べると、親を頼ることのできない
若者の支援はお金を生み出すスキー
ムが少なく、助成金がなければ支援を始めることのできな
い部分がありましたので非常に助かりました。
　私たちが取り組んでいる分野は、今後もさまざまな課題
がある分野であり、いつまでも NPO が取り組むべきでは
ない部分もたくさん出てくると思いますので、政策の提言
を行いながら、私たちの事業が熊本県のインフラとして組
み込まれていくことを目指していきたいと考えています。
そして、行政のできない部分を NPO などが補っていくか
たちになればと思います。

NPO法人トナリビト
代表理事　山下  祈恵氏

行政のインフラになることを目指す

〒 860−0079
熊本市西区上熊本 2−15−16
T E L： 090−8409−6565
U R L： https://www.tonaribito.net/
設　　立：令和 2 年 2 月
代表理事：山下　祈恵

◆団体概要
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くつろぎスペースでは、軽食や 
飲み物を無料で提供

「おとなりさん」には、DVやネグレクトなどを理由に緊
急に保護が必要な若者のためのシェルターを設置し、助成
期間中は 14 回稼働した
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